
燃やすごみ（約19万トン）の内訳（平成28年度）

・ 生ごみが４割，紙ごみが３割と突出して多くなっています。
・ 手付かず食品や食べ残しといった「食品ロス」が約２．８万トン，リサイクルが可能な雑がみが，
約２．３万トン排出されています。

生ごみ：

75,550t

（40.2%）

紙ごみ：

60,372t

（32.1%）

衣類・身の回り品：

4,527 t

（2.4%）

剪定枝等：2,780 t

（1.5%）

プラスチック製

容器包装：

14,483 t

（7.7%）

缶・びん・ペットボト

ル，小型金属，

スプレー缶：

2,235 t（1.2%）

その他：

27,988 t

（14.9%）

調理くず等

63.1％

47,674t

食品ロス

36.9％

27,876t

手つかず食品
12.8%
9,655t

リサイクル

できないもの
（汚れた紙等）

34,863 t
5８% 雑がみ

【紙箱，包装紙等】
22,748t
（37.7%）

古紙類
【新聞，ダンボール】

2,761t
（4.6％）

リサイクル
できるもの

42%


